
 

 

  

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

理科 

電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いているかどうかをみる問題は比較的できていますが（２（３））、身の回りの金属について、電気

を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識が身に付いているかどうかをみる問題に課題があります。（２（１）） 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【理科 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 【理科 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



 

 

   

 

  

 

               

 

 

  

               

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題② 

 

小学校 

理科 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題① 

 

 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 



 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

理科 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】１１．７％ （豊中市） 

      ９．９％ （大阪府） 

     １０．６％  （全 国） 

【出題の趣旨】 

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの

知識が身に付いているかどうかをみる 

【問題番号】２（1） 

 

― ここがポイント － 

 
  学習した知識を身の回りで見られる事物・現象と関係付

けたり、様々な内容で習得した 知識を整理したりして、

物質の性質に関する理解を深めることが大切です。例え

ば、第３学年「Ａ(4)磁石の性質」ア(ｱ)において、磁石に

引き付けられる物と引き付けられない物を調べる際に、第

３学年「Ａ(5)電気の通り道」ア(ｲ)での実験の結果を振り

返りながら、物質の性質に着目して整理する学習活動が考

えられます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

理科 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】２３．５％ （豊中市） 

     ２５．６％ （大阪府） 

     ２９．９％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見い

だし、表現することができるかどうかをみる 

【問題番号】３（４） 

 

― ここがポイント － 

 
自然の事物・現象に働きかけて得た事実に基づいて、問題を見いだすことができるようにするためには、

事実を比較し、差異点や共通点を捉えることができるようにすることが重要です。観察、実験の結果を比較

して、差異点や共通点を基に、具体的な条件に着目した問題を見いだす場面を設定することが考えられま

す。例えば、「発芽するために必要な養分はどこからくるのだろうか」という問題を見いだし、インゲンマ

メの種子が発芽した後の様子を観察します。発芽する前と後のインゲンマメの種子にヨウ素液をつけ、でん

ぷん反応を確認し、発芽した後の種子からはでんぷん反応がないことから、「インゲンマメが成長するため

には、肥料や日光が必要なのだろうか」という問題を見いだすことが考えられます。 

【正答例】 

レタスの種子が発芽するために、日光は必要なのだろうか。 

【正答の条件】 

以下の①、②の全てを記述している。 

① <条件>から、日光または肥料について、１つ選んで記述しているもの 

② レタスの発芽に関し、疑問を示す趣旨で記述しているもの 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 

小学校 

理科 

【問題番号】２（３） 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【正答率】８３．３％ （豊中市） 

     ７５．９％ （大阪府） 

     ７８．０％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身

に付いているかどうかをみる 

観察、実験の結果や結論を、図に整理したり、言葉で説明したりするなど、知識

と関係付けて理解を深めることが、引き続き大切です。例えば、電磁石の強さは、

電流の大きさや導線の巻数によって変わることを考察する際に、「巻数を増やす」

などの条件を表す言葉や、「電磁石が強くなる」などの現象を表す言葉を使い分け

て説明する学習活動が考えられます。  

※この調査の結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


